
根獅子・飯良まちづくり運営協議会
(農村ＲＭＯ)の取り組み

長崎県平戸市根獅子・飯良地区

文化庁選定平戸島の重要文化的景観地区
環境省選定日本の快水浴場100選根獅子の浜海水浴場



長崎県平戸市根獅子町、飯良町の位置
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根獅子町を取り巻く私たちの歩みと取り組み
H6 「ヒラドビッグフューチャーズ」発足

H10 内閣府 まちづくり大賞「主催者賞」受賞

H19 農水省「集落機能再編モデル事業」

H20 平戸市「市民力アップ事業」

H20・21 農水省「農山漁村地域力発掘支援モデル事業」

H22 農水省「広域連携共生・対流等対策推進交付金事業」

H22 重要文化的景観の選定（2月22日）

H23・24・25 食と地域の交流促進対策交付金事業
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根獅子町を取り巻く私たちの歩みと取り組み

H25・26・27 都市農村共生・対流総合対策交付金事業

25年度ながさき農林業大賞 知事賞

26年度農水省豊かなむらづくり全国表彰 九州農政局長賞

H29 「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定

H30・7月 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産 世界遺産に

R1・4月 根獅子・飯良まちづくり運営協議会発足

R4・8月 農村型RМО活動の推進開始
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これまでの活動
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
受
入
れ

ねしこ食まつり 10年間継続

景観シンポジウムと地域の人が持ち寄った郷土料理の試食会
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交流拠点
滞在型ねしこ交流庵・交流館・スタジオ・ピザ窯・椿園な
ど充実してきた。
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まちづくり運営協議会の活動

そば栽培 小麦栽培

ポップコーン
栽培
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集いの場事業
ふるさと市場

他に
〇春まつり・コンサート
〇ぴんぴんシュシュ

など
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冬の火まつり
鬼火焚き 1月

夏の火まつり
棚田のともしび 7月
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環境整備事業

草刈応援隊
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農村型ＲMO導入
令和4年～6年度

農村ＲＭＯに取り組む組織体制と支援機関

支援機関 平戸市企画課・農林水産部農業振興課
長崎県県北振興局農林部北部地域普及課

地域づくり部会 農用地保全担当

健康福祉部会 地域資源活用担当

生活環境部会 生活支援担当

平戸市地域おこし協力隊
集落支援員

根獅子町民
飯良町民
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地域づくり・農村RМОを推進する上での課題

1，何をするにも世代を通じて絶対的人口が少ない。
2，まちづくりや地域おこしに関心がなく、呼びかけても参加者が少ない。
3、まちづくりに対する若い世代や子育て世代の社会参加や社会貢献意識にジェネ

レーションギャップがある。
4，地域運営組織の加入や参加は任意であり、法人組織の様に強制や強要、縛り、職

務命令等は出来ない。
5，まちづくりや地域づくりなどの組織や団体に加入し活動した経験がない。
6，多くが農漁業従事するかたわら土木建設・福祉系の兼業であり、生涯現役者で、時

間的経済的な余裕がない。
7，土日・祝日等は、自分の家業を優先せざるを得ない。
8，事務系に従事した経験のある人が少く、退職後に余暇を持つ者がいない。
9，少ない人材が定年延長でさらに時間的余裕がない。
10，経済至上主義時代であり対価や恩恵がないとなかなか動かない。
11，交付金では対価となる賃金等の支出に限りがあり、使える財源がない。
12，住民の課題はアンケートで分かるが、十分に対応できない。-11-



課題解決に農村RМОを活用する
１，参加に見合う報酬…農村ＲМОの枝物栽培で稼ぐ力を作りだし収益

を上げるようになり集出荷体制を作り、賃金支払いを可能とする。
２，自主財源確保のため他にも稼ぐ力を携えた経済活動体制をつくる。
３，地域運営組織の活動の利点や長所を活動を通して、気長に周知し啓

発し理解を深める。
４，世代間との協働には、小さな成功事例を積み重ね、小善為大の精神

で実績・成果により理解を深める。
5、住民対象の人材育成・地域づくり講座等の開催、先進地事例視察研

修、いろんなまちづくり大会への派遣等を行い少数でもまちづくり理解
者や担い手の育成に努め、リーダー・サブリーダーを養成する。

6、地元高校が生徒の正規授業にまち協活動導入を模索中である。
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農用地保全の取組（R4） 令和５年２月６日

農地地図の作成による現状把握
農地の所有者
耕作の状況
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令和５年２月11日
農地の現地調査
ゾーニングと植栽展示圃の検討

どこに植えるか
何を植えるか
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ビジョンの作成（R4）
将来のめざす姿

作付けの継続
未利用農地には景観形成作物等
地域資源を活用した加工品の開発
高齢者がつくった農産物等の販売

めざす姿の実現のための課題
植栽する品目の選定と導入
軽労化できる農産物と歴史や文化を活かした販売
高齢者の農産物の集荷・販売体制づくり

課題解決のための当面の活動
実証圃の設置
その結果に基づく導入検討
農産物の品目検討と加工品の試作と販売

高齢者がつくった農産物等の集荷・販売の検討
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農用地保全の取組（R5）
耕作放棄地活用の実証展示圃

植栽する品目に枝物を選定

枝物 栽培管理の作業が少ない
地域で系統出荷あり
苗の入手が可能

品目：銀葉アカシア
ヒバ
ナンキンハゼ

ドウダンツツジ

銀葉アカシア

ヒバナンキンハゼ
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先進地視察研修 令和５年８月３０日
枝物栽培農家を視察 佐世保市（平戸市に隣接）
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定植準備

根獅子町圃場 面積８ａ 飯良町圃場 面積１３ａ

圃場の下見
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定植準備

除草

排水対策

整地後の圃場
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定植準備

根獅子町圃場

飯良町圃場

防草シートの敷設
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定植 銀葉アカシア２００本 ヒバ５０本 令和5年 １１月 １日
ドウダンツツジ１００本 ナンキンハゼ２００本 １１月２４日
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農用地保全の取組（R6）
目標：ゾーニングした農地での植栽実証

切り枝集出荷体制の確立 １

令和６年１０月１７日 銀葉アカシア
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先進地視察研修

令和６年７月１６日 佐世保市の切り枝農家
出荷調整方法JAの職員に学ぶ
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先進地視察研修

令和６年８月２２日 常陸農業協同組合奥久慈枝物部会
茨城県常陸大宮市
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補植作業

ドウダンツツジなど風やウ
サギなどの被害にあい、成
長の悪いのを補植した。

ア
カ
シ
ア

ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ

約３ｍにも
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枝物集出荷体制の確立

「枝物栽培による耕作放棄地解消マニュアル」
・組織体制及び連絡体制

・作業時間の記録
・栽培管理
・収穫・運搬
・出荷調整
・経理
・耕作放棄地への植栽

高齢者が作業に参加

高齢者が活躍できる場の創設

生活支援の取組
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＜取組の継続のために…（現在の構想）＞
・耕作放棄地解消と農家収入の確保に植栽促進

売り上げ － 経費 = 利益

構成員
作業時間に応じて

１／２ １／２

次の耕作放棄地への植
栽費用に積み立て
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地域資源活用（R4）
地域資源を活用した加工品づくり実証

令和４年１２月２４日開催の「ふるさと市場」で試食

ふるまい「そば」 地域おこし協力隊作成によるレシピまんじゅう
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地域資源活用（R5）
地域特産物を活かした加工品開発

専門家による売れる商品、
商品のストーリー性、
パッケージ、
周知方法の指導

第１回 令和５年12月９日
第２回 令和６年１月２７日
第３回 令和６年２月２４日
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地域資源を活用した特産品開発講習会

第1回

令和5年12月9日
講師 食プロデューサー

中野幸浩 氏

みそ饅頭
うま煮
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押し寿司

おろくにんさま饅頭

さつま芋だんご

よもぎ団子

さつま芋ポタージュ

そばクレープ
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令和6年1月27日(土) 11：30～15:00

１，高菜まんじゅう試作

地域資源を活用した特産品開発講習会

第2回

生地 高菜あん

2，そばクレープ試作

3，原価計算の仕方を学ぶ
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さすが、専門家の
指導

出来上がり、
バッチリ！

翌日の

かけそば、生そばで販売。
好評であっという間に完売

まち協栽培 蕎麦
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令和5年度の主な活動

・指導を受けての検討結果

 ・原価計算による価格設定

 ・高菜まんじゅうの食感の改善

 ・蕎麦まんじゅうのかわのそばと小麦粉の配合割合

 ・委託生産の検討

 ・「工房ねしこ」が発足し、瀬戸市場に惣菜等出荷開始
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地域資源活用（R6）
販売実証活動（路上販売）

「平戸くんち城下つんのーで祭り」

※根獅子飯良まちづくり運営協議会の出店品
〇押し寿司 〇蕎麦まんじゅう 〇よもぎ団子
〇小麦粉 〇ポップコーン

1，日時 令和6年10月19日（土） 11時～17時

10月20日（日） 強風のため中止

２，販売場所 平戸城下商店街通り
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令和6年度（最終年度）の計画

目標：地域資源を活用した加工品の販売
・試作品の試験販売 ２回

地域資源活用に向けた打合せ 令和６年９月２１日
・加工施設の管理について
・視察研修について     福岡県で委託生産の事例 １１月
・加工品の調理方法
・加工品の販売計画

12月～2月の予定
〇ロゴ・パンフレット作成（地域及び特産品紹介）
〇2月…販売実証（平戸瀬戸市場）
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いきいきサロン交流会
令和５年1月26日

高齢者ワークショップを実施

生活支援（R4）

高齢者からの意見

〇最近の楽しみ
筋トレ体操、花や野菜作り、
散歩、カラオケ

〇買物支援
買い物をするための車が欲しい

〇不安や困っていること
まわりに空き家が増えている
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生活支援（R5）

まち協が調理した押し寿司を高
齢者宅に配布し、その際に生存
を確認したり話し相手になった
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高齢者見守りの取り組み(2回目)

令和6年2月6日

根獅子町・飯良町に住む80歳以上の独居高
齢者40人に、長寿祝の「押し寿司弁当」を
配りながら、加工品へのアンケートや、安
否確認と声かけ・聞き取りによる最近の健
康状況の実態調査活動をした。

聞き取りと実態調査
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生活支援（R６）
目標：高齢者参加による農産物栽培と集出荷体制づくり

枝物集出荷体制の確立 １

目標：高齢者の見守り活動の仕組み作り

見守り活動のマニュアル作成 １

農用地保全
の取組

令和6年10月14日
根獅子・飯良まちづくり運営協議会

高齢者見守り活動
マニュアル
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・見守り活動の概要

 目的、対象者、方法

・訪問活動の手順

体制、計画、事前準備、訪問活動、

訪問後の活動、次回への改善検討

・今後の課題と対応策

農用地保全
の取組

「見守り活動のマニュアル」
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農村型RMOの推進後に期待すること

具体的な資源活用計画
農地保全利用計画
農村の生業や暮らしの人的な支援作り

農地の保全
農業の見直しや関心の醸成
地域に自信
住み暮らすことに誇り
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交付金等の活用利点

まち協への市からの交付金→経常経費 横糸

省庁や財団などの補助金や交付金 →投資的経費 縦糸

この横糸と縦糸で、強く固く広く支え合う絆の布(まちづくり)を
織りながら、自己財源を確保を図る

向都離村の時代から、帰農帰村の時代への潤滑油
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※ 過疎の利点を生かすまちづくり

  ・空き地・空き家を活かす

・人が少ないから主役になれる

・あるものを活かす

・ないものはつくる

※ 景観や産物、文化と歴史等の町の魅力を活かしたまちづくり

※ まち協活動に小さな経済(コミュニティビジネス)活動の推進

※ 結(共助) で支え合い、笑顔が絶えないまちづくり

※ 帰農帰村したい人たちに選ばれるまちづくり

これまでの活動を踏まえて まち協が目指すこと
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○例え明日 村は消ゆると 分かれども
我は明日の 種を撒くなり

○過疎流を 如何に留めん 術有や
求め続けて 務め果たさん

〇明日担う 若き瞳は 輝きて
過疎立ち向かう 志(こころ)頼もし
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ご清聴ありがとうございました
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